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会長挨拶� 益子裕之 会長

皆さんこんにちは。先日の地区

大会は、大変盛大な地区大会で皆

様も大変ご苦労様でした。

細川ガバナーの思いが伝わって

まいりまして、大きな一つの山を

越えた感じがございますが、まさ

しくこれからが本年度の活動の中

心になってくると思っております。

また地区大会の夜には大勢の皆さんで、楽しい帯広ナ

イト大変美味しいお酒を飲むことが出来ましたことを改

めて感謝を申し上げます。

本日皆様のお手元にガバナー月信、細川ガバナーの多

くのメッセージが詰まってございます。地区大会の席上

でも多くのお話をされておりましたが、例えば有名な奨

学生の皆さんのお話をいろいろ聞けて、肌身で感じるこ

とが出来たり大変良い大会でありました。

またその意義を深く理解をして、これからのロータリ

ー活動に役立てていきたいなと思っております。

最後に会員増強の話で恐縮でございますが、ＲＩの理

事からもお話がありましたが、会員増強は必要な大切な
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活動ではあるのですけども、その質と職業という事を念

頭に入れて皆様のクラブにとって、より良い環境をなる

べく会員増強して頂きたいとの話がございました。

当クラブは、もう少し会員がほしいという現状ではご

ざいますが、理事のお話を聞いているとたしかに、むや

みにやたらにという事ではなく皆さんがしっかりとした

目でご判断頂ければと思います。

本日は多くのゲストの皆さんが、お見えになっており

ますのでお話はこの程度にして、後程ゲストの皆さんに

もご挨拶を頂戴したいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。
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北海道の代表的な産業の研修をいたします。

本日は出席させて頂きありがとうございます。本日は

１日よろしくお願いいたします。

会務報告�  池田　誠 幹事

◎帯広東ＲＣ、10月９日（火）は休会と致します。

◎帯広東ＲＣ、夜間移動例会開催のご案内

　日時　平成30年10月30日（火）午後６時30分

　場所　幕別パークホテル悠湯館

プログラム� 出席・プログラム委員会

【会員卓話】

板倉利男 会員

皆さんこんにちは。今日はマレー

シアからおいで頂きまして、こうい

う日にぶつかって、私もお話するの

に緊張していますが、お話をさせて

頂きたいと思います。

石川さんからご指名頂きましたけ

ど、何を話したらいいんだいと言ったら、任せるわとい

うことでございます。

何を話したらいいのかなと思っておりましたが、この

度京都大学の本庶教授がノーベル賞を受賞したというこ

とであります。何によってということは、今まで癌は外

科手術または放射線治療あるいは抗がん剤による治療の

３つでありましたが、４つ目の道を切り開いた、免疫と

いう道で癌を予防できないかという研究をされたことを

評価されたということであります。

私の体験で癌を２回乗り越えたわけでありますが、こ

の体験を話しようと思って話をさせて頂きます。

10年ほど前に、食道癌を患いまして手術を致しました。

癌はストレスからも来るといわれております。このスト

レスは何だったのか、これは皆さんご存じの方は知って

おられるのですが、稲田の方に今はきちんと開業してお

りますが、帯広記念病院という建物があります。当時私

どもの会社の売上の約半分３億５千万円程引っかかった

わけです。

さてこれから苦労するのです。結局会社は倒産すると、

当然そういうことになりますし債務超過ということでし

たら、銀行も手の平を返すようになる。社員をこんな親

父についていって良いのか、こんなことにもなりますし、

しかしそういった事の中で私１人ではどうなったか良く

わからん。そこにいる西藤さんが同じように設備工事を

やって引っかかったわけです。

引っかかった者同士、仲良く慰めあったり酒飲んだり

ねいろんな事しました。結局西藤さんの会社も私の会社

も有難いことに、２年前にこの大きな負債を０にするこ

とが出来たわけでございます。

そういうことで全てを感じるのは大変なことでありま

す。皆さんも是非大きなストレスを感じる前に、解消方

法を考えることが大事だろうと思います。

解消方法は何かという事になりますと、私は趣味では

なかろうかと思います。１つの問題に集中するから、逃

げれるそういう趣味があればよろしいかなと思うのであ

ります。

私はその後、渓流釣りやまべ釣りを若い頃やったので

すが、思い出してこれをするようにしました。その後書

道教室に通って書道をやるようになります。今年は加藤

武志さんの通っておられる、詩吟の塾に入門します。

そういうことで、出来るだけ自分の１週間の日程の中

に、何か、かにか入れると、でも行けないときはしょう

がないのですが。ストレスを発散する、それは趣味を持

つことだと私は思いますので、皆さんも何か参考にして

頂ければと思います。

昨年は胃癌をやりまして、これは札幌の病院で手術を

したのですが、内視鏡の手術でよろしかろう。初期だっ

たとのことです手術はしたのですがそこは癌専門の病院

でした。

理事長がチョットまてといって、取った細胞を送って

検査にかけてみたらどうだということで癌センター送り

ました。帰ってきましたら根っこが残っているというこ

とになりました。先生それではどうしたらいいのですか

というと２つの方法がある。

１つは貴方がそこそこ年だからいろんな症状が出て来

たときに対処療法でその時その時に考えながらやってい

くと。

もう１つは全摘することだということになりまして、

私もどうするかといわれて家族と相談したらどうですか

といわれたのですが、それは先生相談するまでもない１

年２年３年もわからん、今なら体力・精神力共に充実し

ているので一気にバッサリやってくれということで４月



に全摘しました。

今も皆さんと食事するのですが、後遺症というか死ぬ

まで同じ形でいくのですが、元気そうに見えるけど食べ

る量が少ない、胃がないからねそういうことが１つのハ

ンデといえばハンデなのですが。

そういう大きな病気をしながら、なぜ板倉さんはそん

なに元気なのかと良く言われるのです。私は若いときに

中村天風という先生の本に接して勉強したことがあるの

です。この先生は皆さん興味があったら調べて見たらよ

ろしいのですが、要するにこの先生は人間の図りきれな

いモノが何かある、それを中村天風は宇宙からパワーが

ありそこから来るのだと、人間にはそれぞれの人に潜在

的な能力というのが80％以上、表に出ているのが20％弱

残りは80％以上もあるのに、これを活用しない手はない

じゃないか何を悩んでいるんだ何を苦しいといっている

のだ、今持っている能力でしか使っていない貴方には使

っていない能力がもっともっと大きな力があるのだと。

その力を信じてもう１回見つめ直したらどうでしょうか。

というのが中村天風の考え方なのです。

私はこれに感動しまして、人生、人は生まれてきて何

のために生まれてきて何のために死ぬのだ、いろんな言

葉がありますが、皆さんのそれぞれの人生が幸せな方も

いるし不幸な方もいるしいろんな人がいます。しかしそ

れは誰のせいでもない、人生を決めているのは貴方自身、

自分自身の人生は自分で決めているのです。人が決めて

るわけでも何でもない、ここに気付かなければなりませ

ん。

そこで自分を鍛錬して、今ある自分よりさらに価値あ

る人生を歩めば、価値ある人格を持て学べといってるわ

けです。同じようなことを、松下幸之助は宇宙根源の法

則といって説明しておりますし、稲盛和夫さんは真善美

といっておりますし、それぞれいい方は違うのですが、

いっていることは１つであろうと私は思ってます。

皆さんもそれぞれ考えるに当たって、経営者である以

上どんなことがあっても、絶対下を向いてはいけません、

私は悔しかった悲しかった本当に辛かった、でも私は上

を向いて下を向いて歩く事はなかった。なぜならば、親

分の姿を子分は見ているのです、うちの親父はどうかな

下を向いてショボーとしていたら、ああこの会社危ない

な、ところが元気よくおはようーといっていると、何か

大変なんだろうけどこんなに元気なら何とかついていこ

うかともなるし、周りの人もそう思います、取引先から

銀行からいろいろな、それでその辺については西藤さん

とお酒を飲む機会がありまして、反省したり思い出しし

たりしながら西藤さんも同じような事をいっておりまい

たが、やっぱり普段の生活がどうであったか日常がどう

であったか、今日ここまでくるのにどうであったかとい

うのが大きく、そこら辺がいい加減だったら良い結果が

生まれるわけがないですね。

先程福岡さんと話をしておりました、福岡さんはシベ

リアで大変なご苦労をされたのです。１回福岡さん前に

出て話をして下さいと、戦争経験者の話を聞くチャンス

はもうありませんよと、その時に福岡さんはどういった

か、私はバカ正直だから賢い人はうまいこと要領よくや

るけど、私はそれができないそれができないばっかりに、

いわれたらいわれたことを辛いと思わずやる。これで同

期に入った新兵20何人の中でトップになったのです。残

りの人達はそれぞれ前線に出されるわけです。福岡さん

は部隊長付のお世話役ということでした。こんなことが

あったから今日生き残ってきたのではないか、こういう

話です。

正直者がバカを見るのではないのです。正直ものだけ

がその成功を勝ち取る、ということでは、ないかなと思

います。

とにかくここは経営者の集まりなんですね。ですから

いろいろもっともっと私は青年会議所を卒業して、入り

ましたので何時のまにやら76歳ということですから、か

なりの年数いるわけですよ、かなりの年数いるどころか

名簿見たら長谷川晃三さん福岡さんそして金尾さん次が

私だと。もう社員番号４番もうそうなってしまった。だ

から皆さんも是非経営者の集まりなのだから経営者とし

ての誇りを持ちながら、福岡さんのような先輩、成功し

た先輩いろんな人がいました。泉さんやら西藤さんの話

を聞いて参考にされたらいいのだろうと思うのです。

この間の地区大会の話などを聞いてもそうです。いっ

たいなんなんだとロータリーは、先程益子会長が質か数

か質かといっているでしょ、質も考えなきゃいかんそん

なことはＲＩは関係ないですよ、ただただ数、要するに

数を調整しなければ運営ができない。だから本来１番大

事な職業奉仕という問題もどこかにやってしまったので

す。

例会出席という問題もどっかにやってしまった。ハー

ドルを低くして会員を増やすなんのために、本部の運営

のためでしょ、そんなロータリーに何の誇りがあり魅力

があるか、そういうことをこの間のガバナーの公式訪問

の中で、ゆくゆくは職業奉仕というのもなくなるかもし

れないという論議もある。その論議をするのであればも

う無くていいのです。平たくいえば畑違いの青年でもよ

ろしい、そのような人達がどうやって職業奉仕するので

すか何をもって奉仕するのですか。私はその辺に憤慨を

感じるけど、お互いに残った人生を無駄にしないでやっ

ていきたいと思う。

最後に中村天風の力の倉庫というのをトイレに書いて

貼ってあるのです。この力の倉庫を読み上げています。

力の倉庫、私は力だ力の結晶だ何者にも打ち勝つ力の結

晶だ、だから何者にも負けられないのだ、病にも運命に

もあらゆる全てのものに打ち勝つ力だ。そうだ強い強い

力の結晶だ。

どうもありがとうございました。

◎閉会宣言� 大塚正昭 副ＳＡＡ

◎点　　鐘� 益子裕之 会　長

次回プログラム予定� 米山記念奨学委員会

　10月９日（火）「休　会」

　10月16日（火）「米山記念奨学生卓話」

　　　　　　　ゲスト：潘志飛 様



平成30年９月28日（金）～９月29日（土）

ＲＩ第2500地区大会（帯広）帯広市民文化ホールで開催された様子


